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即＝ズ特に同偶になることである．
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親書こ命題複約諾弼の競輪蟄述或るキ弼僻ぎう麗点整㌘者苫

ざ＝1，・・・，勒　としてそ苗無間に近い特異点まで賓えた蔑

譲度列数（鐙豆．iき…蒼ビ音声鼻jきヒLて夢　磨講壇にて正規賓党紀なる

童で諾誅変換Lたとき秒観路艶韓を島ふ・・き軋組鼠海津毒手

…≠軋若蓼とし，才によって固有榛を東わす圭サ愚瞥　こ研き

とき，ガを直線とすれば

感卜戊㌔成句廿　芝㍉扁駄津・≡≡一軋
儲露∴　‾：紺磯節

巨｝緯線野間砥を来すき

がなりたっ．そこで

ど㌢＝∈如きユ州ユき乳首巨・十払。如【温叫呈∋軋如｝呈

十∈ぎヂ，如勅封軋鮎十軋如㌢五十・▼ヰ軋墨r線豊

－ト　∑（ビ・り－1）軋j，　ナJ＝1，…，郡，
哀孝㌣

五感ぎ轟密事

とおくとい掛」蘭わ瑞匝蔓藩藩転十柏パ上欄声明ふ華
篭．ぎ

注意して，［5揉瀾題より，f（（二J巨3）Jトど，・）≧ユを縛る．

そこで極仙朝方哩どヂヰぁとなる正閏苧蛮をと担ぎぎ望＿た

に』デを定轟する多項式範をとる号　こ滑と凱　ど㌢の窪

め方に注意すると夢　借，…蓼j㌔‡香まピよ葺次独立であ巻

こ．とが証明される．そこで軋町パ・＝2，‥・，叫　による因

子，2（邦叫郵貯佃島十君アキ』1ヰ♪範を考える．

眉諸州炉肝∑転職＋晶拓葦萱き莞晋．

を朴■、て，各ダー凡により礼∂＋屠）と線形同植な証因子

を作ま・tる（この方洪は［5］に負う）．よって声望（P3【・C）≧Ⅲ

卿護である．

さて，最径に定理2の証明に移ろう．（3）⇒（2），（2）＝：こ〉

（1）は容易だから，（1）⇒（3）を証明する．紙数制限■とやは

至）概略だけ述べることにする．Cが封f＝ズnと岡楠でな

いとする，Cが非特異なら済んでいるし，芹（P3叩C）ニ＝2

のときもー般縮からさAu亘秤」q＜00である．したが

って残るのは次の2つの場合である（［5jを参照）．

（AトCは有理で特異点は1隠

（B）Cは有理で特異点は尖点が2佃，

さて，7’∈GはCの非特異モデルダ1上の針己同埋虻

引きおこt，この対応は単射である．よってCの特典点

に対応する非特典モデル上の点とCの変曲点が合わせて

3個以上存在すればさG＜∞であることに注意する．例

えば（郎で粟点のとき措塵　弼だ≦葦山望な転野違酎間温で

あるから少なくとも2偶の変曲一点が存在する．（ii）ピニ＝〃

－1のとき打：捏…2であり，もし変曲点が1佃なら輔越

5よ日野＝がと同値になってしまう．L・たがって変曲か

隠語鱒陽転存轟音愚か転き　畢ほ堕昭電鞘習熟るさ　なお

宅亘朝敷証明サ苺紆殿往昔藍Lでぎ諾硝爵嚢虚数蔓哲…0：漫き夢

を昏芝護‡郎藍｝苧凱恕碍お訝き習ポ絹轟韓藍屋i慧銑賞賛浩揖空

で恕悉£恵蜜鼓ば雫裏毛∴も食感毎号戊塞慣壌逓減蘭溺

惑芸解析的書覇萄型習な控藷音感㌢琵琶措療韓軸恕閣露頭愚か

転封鄭暫で轟喜連，脅纏暫寧卒院若鞄ヰ雷電ぎ諾蚤訝腐職毒‥今簑　訂奉告夢

蟻庵翫醐酢鍼拍璃渡ず艶層∵恕点患い彗轟砕か転

宅富者閲職掛さ研ぎき如才藍なる項が存在骨董芸藍藷覧鳶讃か蓄貰≠　冨竜

節封鍬虎蜘麓あ愚固定窪絶た数弼書芸射す苺墓獅群衆観

であ誓芦　章転宅舘がゎか董卓　塊堕緋、環頂か¢き鼻骨も夢

変曲点公式を援用して証明できる.
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位相的安定微分可能同変写像について

泉屋周一

磯舟軍髄問鷲琴線田舟苧碧り笹ド艦緋きるg鱒野蛮鮭性藍

敵組牒画離弧且軸摘壷酌牒滴輔醸斬雛組

よって完成された．しかし，Cld凍荘園憩写像の‘重症e

壬潮唱郎慧辟押掛昆依存し貰当然変わ労う駄　還碍蓋うな

寧態に羞野位相的密露岡変琴線を萄息巻芸藍は興味深む、

と思われる．この小論では次の間膚を希える；

開題．位相的密定額分野楯岡愛琴線碍銀骨緑樹分野鱒

岡資写倦の壁間膵酵一位帝暫脅え番沖中背柄密離芋

こむ問題にアブLトチするための現在のところ脅えう

る蓄鼎軌間愛機新棟蔚乳同変節宏イ針巨ピ車解題

とGノrho111屑化盤台であろう．同変横断姓碇理はM・

薫芋蔓磨i郎豊］掟息づて機宜凄艶苦む㌔るしさ　藍た弼変節羞イソ

トピ00補填揺不変管状近傍教権う監とによ撃辞作用がな

酌




